
令和７年度 第２回学校評価考察 

能登町立小木小学校 

 
重点目標 評価の観点 評価：達成度判断基準 総合 達成状況（考察と改善方針等） 

１ 学びに向かう力、考え、表

現する力の向上 

○児童の発話を中心とし

た授業実践 

○一人一台端末を活用し

た、個に対応した授業

実践 

○保護者・地域住民・子

ども園、中学校、高等

学校と連携した教育活

動の充実 

○保護者と連携した家庭

学習の充実 

＜成果指標＞ 

・「問われたことに対して、正

しく説明している。」と答え

る児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８１．０％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

〇「問われたことに対して、正しく説明している。」

の肯定的評価は 81.0%、「友達の考えを聞いて、自

分の考えを書き直したり、付け足したりすることが

できた。」の肯定的評価は 97.6%で、７月から 9.5%

増えた。適切に表現する力をつける授業づくりを実

践してきた成果といえる。 

・児童の肯定的評価に加え、児童が適切に表現する力

をつけるために、日々の授業でねらいを達成するこ

とを積み重ねたり、大事な言葉に自分で気づくこと

ができる授業づくりをしたりする必要がある。 

〇「児童の発話を中心とした授業を心掛けている」の

職員の肯定的評価は 100%だった。児童の発話を中

心とした授業を意識できているが、実際の授業が、

教師：児童の発話の割合が 4：6 になるように、教

師の発話内容を、必要な発問と問い返しにしぼる必

要がある。 

・「お子さんは、授業(勉強)の内容がよく分かると感じ

ている。」と答える保護者の肯定的評価は 81%で、

７月から 6.8%下がった。授業、パワーアップタイ

ム、補充学習で学力の定着を徹底し、学習状況につ

いて保護者にも伝えていく。 

＜成果指標＞ 

・「友達の考えを聞いて、自分

の考えを書き直したり、付け

足したりすることができ

た。」と答える児童の肯定的

評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９７．６％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜満足度指標＞ 

・「お子さんは、授業(勉強)の内

容がよく分かると感じてい

る。」と答える保護者の肯定

的評価 

保護者アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８１．０％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「児童の発話を中心とした授

業を心掛けている。」と答え

る教職員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 

＜努力指標＞ 

・「ICT を活用した授業に取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８７．５％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０%未満 



２ 失敗に挫けず、前に進む力

の向上 

ふるさとを大切に思う気持 

ちの涵養 

○発達支持的生徒指導の

充実 

○自己肯定感を高める教

育の実践 

○海洋教育を中心とした

ふるさと教育の充実 

○いじめ・不登校未然防

止、早期発見、早期解

消のため、関係機関と

の積極的な連携体制の

構築 

 

 
 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「学校は楽しい。」と答える児

童の肯定的評価 

 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９２．９％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

 

 

A 

 

◯「学校は楽しい。」と答える児童の肯定的評価が

92.9%となり、７月よりも 4.8%上昇した。児童

提案型の取り組みで達成感を得ることができる

ようにしたり学校経営方針に沿った声掛けをし

たりしたことによる成果だと考える。 

〇「子どもの不安や悩みを理解し、個に応じた指導に

取り組んでいる。」と答える教職員の肯定的評価は

100%となった。休み時間に担任が教室で児童の様

子を見守ったり、なかよしアンケートの結果を基に

話を聞いたりするなど児童の気持ちに寄り添った

対応を行っている。 

・「学校はいじめ・不登校のない楽しい学級づくりに

努めている。」と答える保護者の肯定的評価は

95.2%と、７月よりも下がった。信頼と理解を得て

いくために、普段からこまめにコミュニケーション

をとるとともに、トラブルがあった際は適時・適切

な方法で情報提供を行う。なかよしアンケートや

QU テストを基に、適宜面談を行っていく。 

・児童集会などの機会を利用し、自己肯定感を高める

活動を計画的に行っていく。 

〇「小木の町や海を大切にしようと思う。」の肯定的

評価は 100%であった。今後も児童の思いとねらい

に沿った里海学習を計画的に行っていく。 

＜成果指標＞ 

・「小木の町や海を大切にしよ

うと思う。」と答える児童の

肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜満足度指標＞ 

・「学校はいじめ・不登校のな

い楽しい学級づくりに努め

ている。」と答える保護者の

肯定的評価 

保護者アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９５．２％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「子どもの不安や悩みを理解

し、個に応じた指導に取り組

んでいる。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

３ 安全・安心な学校 

○学校からの積極的な情

報発信 

○地域と連携した防犯・

防災体制の構築 

○防災教育の充実、生命

にかかわる食物アレル

ギーへの組織的で確 

実な対応 

○健康や運動への関心を

もち、体力が向上する

＜成果指標＞ 

・「学校は、子どもの事につい

て気軽に相談できる。」と答

える保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９７．６％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

 

A 

・「学校は、子どもの事について気軽に相談できる。」

と答える保護者が 97.6%であり、７月より 2.4%下

がった。引き続き、児童の様子を学級だよりやホー

ムページで知らせるとともに、児童一人一人につい

て、保護者の思いに耳を傾けながら、丁寧に対応し

ていく。気になったことをためらわずに相談できる

学校になるよう、継続して取り組んでいく。 

・「教育方針や子どもの様子が学校・学級だよりやホ

ームページ等で分かる。」と答える保護者が 95.2%

であり、７月より 2.4%下がった。ホームページの

＜成果指標＞ 

・「外部機関における専門的な

研修の機会を設け、知識や技

能を習得している。」と答え

る教職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８８．９％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 



教育活動の工夫 

○災害後の心のケアの重

視 

○職員の危機管理体制の

構築 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・長座体前屈の記録の比較 

６月の体力測定の記録より伸びた児

童が 

Ａ：８０％以上  

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満（５２％） 

Ｄ：５０％未満 

 

  

更新頻度が下がったためと考えられる。学校だよ

り、学級だより以外にも、各学年の行事や授業等の

様子を定期的に更新して伝えていく。 

〇安全なまちづくりについて、里海科や学級活動等の

時間を活用し、校外学習をしたり、調べ学習をした

りして児童の防災意識を高めながら防災教育を行

った。 
＜満足度指標＞ 

・「先生は、話を聞いてくれる。」

と答える児童の肯定的評価 

児童アンケートで肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９２．９％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜満足度指標＞ 

・「教育方針や子どもの様子が

学校・学級だよりやホームペ

ージ等で分かる。」と答える

保護者の肯定的評価 

保護者アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９５．２％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「安全なまちづくりや洪水の

危険、いざという時の備え

等、防災を関連付けた授業を

取り入れている。」と答える

教職員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

４ プロとしての自分を磨き、

子どもに関わりきる教職員 

○服務規律の遵守 

 ○教職員の資質・授業力

向上 

 

 
 

＜成果指標＞ 

・「職員研修で学んだことを積

極的に校務に生かしてい

る。」と答える教職員の肯定

的評価 

教職員アンケートの肯定的評価 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

・「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解

していないところについて、分かるまで教えてくれ

ている。」と答える児童が 88.1%であり、4.8%下が

った。児童がどこでつまずいているかを授業や宿題

でしっかり見取り、休み時間や昼休み等を使って児

童が理解できるまで教えていく。また、校内研修を

活用して、児童のつまずきをどう解消していくか、

引き続き授業力を向上させていくためにできるこ

とを考え、実践していく。 

＜満足度指標＞ 

・「先生は、授業やテストで間

違えたところや、理解してい

ないところについて、分かる

まで教えてくれている。」と

答える児童の肯定的評価 

児童アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（８８．１％）  

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 



＜努力指標＞ 

・「服務規律を遵守している。」

と答える教職員の肯定的評

価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

５ 多忙化改善・業務の効率化 

○働き方改革の意識 

 ○業務の効率化の推進 

 

 

 

＜成果指標＞ 

・「自分の業務に見通しを持ち

〆切や時間を意識して取り

組んでいる。」と答える教職

員の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 

 

A 

 

○どの項目も肯定的回答が高い結果となった。最終退

校時刻や定時退校日を予め周知することで、仕事の

優先順位を考え、見通しをもって業務を進める様子

が見られた。また、ベテラン教員や中堅教員を中心

に、教職員同士で声をかけ合ったり、助け合ったり

するなどして、組織全体で業務を進めることが増え

たことも要因の一つである。 

・今後もＩＣＴを活用して、打合せや会議の効率化を

継続して行い、教員が教材研究をしたり児童と向き

合う時間を増やしたりできるようにしていく。 

 

＜満足度指標＞ 

・「業務改善を意識し、業務の

効率化を図るための工夫を

している。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０点以上 （１００％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

＜努力指標＞ 

・「効率的に業務を行うために、

身辺（机まわり）を整理整頓

し共有物の扱いにも気を配

っている。」と答える教職員

の肯定的評価 

教職員アンケートの肯定的評価が 

Ａ：８０％以上（９０％） 

Ｂ：７０～８０％未満 

Ｃ：５０～７０％未満 

Ｄ：５０％未満 

 

 


